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 令和 3年度 第 4回 全国健康保険協会千葉支部評議会概要報告 

 

開 催 日 令和 4年 1月 14日（金） 14：00 ～ 15：45 

開 催 場 所 千葉 TNビル 4階 千葉支部会議室 

出 席 者 

飯田評議員、椎名評議員、新谷評議員、鈴木評議員、中野評議員、萩原評議

員（議長）、宮本評議員、米山評議員（五十音順） 

欠席：小賀野評議員 

議 題 

１．令和 4年度千葉支部事業計画について【審議事項】 

２．令和 4年度支部保険者機能強化予算について【審議事項】 

３．令和 4年度保険料率について【審議事項】 

４．その他 

議 事 概 要 

（主な意見等） 

 

事務局より、各議題について説明を行った。 

各評議員からのご意見等は以下の通りである。 

 

１．令和 4年度千葉支部事業計画について【審議事項】                  

【被保険者代表】 

 オンライン資格確認について医療機関の導入状況を伺いたい。 

 

【事務局】 

令和 3年 11月末時点で全国の平均稼働率は約 8％と把握している。 

 

【被保険者代表】 

 全国の平均稼働率が約 8％であれば、保険者が周知したところで医療機関側の体制ができていない

と余計に混乱を招くのではないか。また、被保険者等から「マイナンバーカードを保険証として利用

できない」というような問い合わせを受けた場合、支部としてどのように対応しているのか。全体像

が固まらないと思い切った広報もしづらいのではないか。 

 

【事務局】 

 各医療機関等において、導入は進んできているものと把握しているが、運用にあたり院内での調整

に時間を要していると思われる。 

オンライン資格確認及びマイナンバーカードの保険証利用については、政府が推進・広報している

ものではあるが、オンライン資格確認未対応の医療機関等においては、今までどおり保険者が発行し

ている保険証を使用していただいている。 
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【学識経験者】 

 コラボヘルスに関する事業は、重要な位置づけにあると理解しているが、健康な職場づくり宣言を

した事業所に対して具体的なフォローアップはどのように考えているのか。 

 

【事務局】 

 生命保険会社等のパートナー企業が主催するセミナーの後援を行い宣言事業所に周知するほか、各

事業所の健診受診率や特定保健指導実施率、重症化予防などの分析を行った結果、数値が芳しくない

事業所については勧奨の実施を予定している。また、職場内の健康づくりにおける相談やアドバイス

を行うことなども検討している。なお、具体的な施策や行動計画については今後お示ししたい。 

 

【学識経験者】 

 職場の健康づくりについて先進的な取組みをしている事業所の事例を周知するものはないのか。 

 また、宣言事業所の事業主や担当者を集めたセミナー等を開催する予定はないのか。 

 

【事務局】 

事例集については、現在発行しているものがある。 

 事業主や担当者を集めたセミナー等は、連携しているパートナー企業も含め今後検討していきたい。 

 

➣令和 4年度千葉支部事業計画について異議なく、了承を得た。 

 

２．令和 4年度支部保険者機能強化予算について【審議事項】                      

意見なし 

 

 ➣令和 4年度支部保険者機能強化予算について異議なく、了承を得た。 

 

３．令和 4年度保険料率について【審議事項】                         

【事業主代表】 

中小企業は、コロナの感染拡大が続く中、厳しい経営状況にあるが、保険料の未払い事業所はどの

くらいあるのか。また、減免措置を申請している事業所はどのくらいあるのか。併せて、千葉県内の社

会保険に加入していない事業所が占める割合を伺いたい。 

 

【事務局】 

 適用や保険料の収納事務に関することは、日本年金機構の管轄になるため直近の数値の把握はでき

ていない。次回までに確認し回答させていただく。 

 

【被保険者代表】 

 千葉支部の保険料率は全国的に見ても低いことを知らない加入者は多い。より対外的なアピールが

必要である。 
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【学識経験者】 

 令和 4 年 10 月からの社会保険適用拡大により、公務員の職場で働く短時間労働者が共済組合に加

入することで、協会けんぽの収支に影響があるか伺いたい。 

 

【事務局】 

 本部において試算された資料では、保険料収入が約 900億円減少。また、国庫補助についても約 100

億円減少すると見込まれている。一方、支出では、保険給付費が約 600 億円の減少。高齢者の拠出金

は約 300億円の減少と試算されている。 

 

【事業主代表】 

 保険料率の設定において年齢構成の影響は高いと思料する。現在、千葉支部は年齢構成が比較的若

い。今後、高齢化が進むと保険料率は上昇していくものなのか。 

 

【事務局】 

 年齢については年齢調整を行っている。例えば、年齢構成が高い場合、保険料率は全国平均に近づ

くよう調整している。ただし、協会全体の高齢化が進めば、それに合わせて年齢調整が行われるが、全

体の医療費に応じて保険料率への影響が出てくる。 

 

【被保険者代表】 

 全国と比較した千葉支部の年齢階級別加入者数や平均標準報酬月額等の基礎データとなる資料を出

していただき、全国における千葉支部の立ち位置を評議会内で改めて情報共有したい。 

 

【事務局】 

 今回の資料には、全国平均と千葉支部を比較した年齢階級別の加入者数等を示しているが、今後は

ご指摘いただいた点も含め資料提供していきたい。 

 

➣令和 4年度保険料率について異議なく、了承を得た。 

 

４．その他                                       

（1）健康保険証の回収について 

 意見なし 

 

（2）健康保険の制度改正について 

 意見なし 

 

特 記 事 項 
・傍聴者 1名 

・次回は令和 4年 7月開催予定。 

 


